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地域に根ざした上富良野高校の取組み地域

まちづくりトーク開催広聴

町の表彰式（総合文化祭）表彰

廃車 �公用車売却財産

全道中学駅伝 �上中（男子）陸上部初優勝学習

題名『 第７回東日本学校吹奏楽大会に出場した仲間たち 』
　　　　　　　　　　　　  　　 　 ～ 上富良野中学校 の作品
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北
海
道
の
公
立
高
等
学
校
の
配
置
計
画

1学年
総学級数

学級
増減数

募集学級数
学科課程学校名設置配置計画実施年度

実施後実施前

５�３学級△２３５商業全旭川北都商業市学級減平成２０年

５�０学級△５０５普通全旭川南道

再編統合
平成２１年

３�０学級△３０３商業全旭川北都商業市

０�６学級６６０総合全新設校道

１�０学級△１０１普通全愛　別道募集停止

　現在の配置計画において、上川南学区の該当なし平成２２年

　※４年間で、３～４学級相当の調整が必要
平成２３年
～

平成２６年

広報かみふらの ２００７.１１  �

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
８

１８

月
に
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」

を
策
定
し
、
地
域
別
懇
談
会
や
教
育
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
会
、
地
域
別
検
討
会
議
を

経
て
、
平
成　

年
９
月
に
「
公
立
高
等
学
校

１９

配
置
計
画
」（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

２０

２２

を
決
定
し
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た

地
域
に
根
ざ
し
た

上
富
良
野
高
校
の
存
続
を
め
ざ
し
て

上
富
良
野
高
校
の
存
続
を
め
ざ
し
て

公
立
高
等
学
校
の
配
置
計
画
と

地
域
に
根
ざ
し
た
上
富
良
野
高
校
の
取
り
組
み

　

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
平
成　

年
９
月

１９

に
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２０

２２

「
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画
」
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
５
月
に
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
存
続
要
望
に
係
る
署
名
活
動
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
北
海
道
教
育
委
員
会
、
北
海
道

知
事
に
対
し
、
存
続
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

み
、
幅
広
い
教
育
課
程
の
編
成
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

公
立
高
等
学
校
配
置
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
生
徒
の
進
路
希
望
の
多
様
化
が
進
ん
で

い
る
中
、
高
校
進
学
希
望
者
に
見
合
っ
た
定

数
の
確
保
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
観
点

か
ら
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
１

学
年
４
〜
８
学
級
を
望
ま
し
い
学
校
規
模
と

し
、
再
編
整
備
な
ど
適
正
な
高
校
配
置
を
進

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
上
川
南
学
区
の
状
況

　

上
富
良
野
高
校
を
含
む
上
川
南
学
区
の
中

学
校
卒
業
者
推
計（
別
表
１
）で
は
、
少
子
化

の
影
響
に
よ
り
、
平
成　

年
に
は
前
年
よ
り

２０

　

人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
平
成　

年
に
は

１７７

２６

今
よ
り
も　

人
が
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

４４４

い
ま
す
。

　

学
校
別
に
よ
る
具
体
的
な
上
川
南
学
区
の

配
置
計
画
は
、
次
の
と
お
り（
別
表
２
）示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
旭
川
北
都
商
業
高
校
が
５

２０

学
級
か
ら
３
学
級
へ
学
級
数
を
減
ら
し
、
翌

年
度
に
は
旭
川
南
高
校（
５
学
級
）と
再
編
統

合
し
て
、
旭
川
南
高
校
を
母
体
校
と
し
て
６

学
級
の
総
合
学
科
の
新
設
校
が
誕
生
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
愛
別
高
校
が
募
集

２１

停
止
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
具
体
的
な
配
置
計
画
は
示

２２

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成　

年
度
か
ら
平

２３

成　

年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
３
〜
４
学
級

２６
相
当
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
配
置
計
画
に
よ
る
再
編
統
合
に
、

上
富
良
野
高
校
は
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

存
続
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
存
続
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

道
内
の
中
学
校
卒
業
者
数
の
減
少
に
よ
り

高
校
の
欠
員
の
増
加
や
小
規
模
化
が
一
層
進

前年対比上川南学区
中卒者数区　分

　　４,３２０ 人平成１９年

　△ １７７人　　４,１４３ 人平成２０年

　△   ２１人　　４,１２２ 人平成２１年

　△   ４０人　　４,０８２ 人平成２２年

　△ １４１人　　３,９４１ 人平成２３年

　△   ３人　　３,９３８ 人平成２４年

　△   ９８人　　３,８４０ 人平成２５年

　△   ３６人　　３,８７６ 人平成２６年

　△ ４４４人総対比数

別表１「上川南学区 中学校卒業者推計」別表２「上川南学区の配置計画」
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上
富
良
野
高
校
の
取
り
組
み

上
富
良
野
高
校
の
取
り
組
み

上
富
良
野
町
の
支
援
策

上
富
良
野
町
の
支
援
策

� 広報かみふらの ２００７.１１

・
上
富
良
野
高
校
の
存
続

　

平
成　

年
度
の
上
富
良
野
高
校
の
入
学
者

１９

数
は
、
定
数　

名（
特
例
２
間
口
）の
募
集
に

８０

対
し　

名
の
入
学
者
で
し
た
。

２７

　

最
終
的
に
定
数　

名
の
１
学
年
１
学
級
と

４０

な
り
１
学
級
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
立
学
校
配
置
計
画
で
は
、
上
富

良
野
高
校
の
再
編
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
上
川
南
学
区
で
平
成　
２６

年
度
ま
で
に
３
〜
４
学
級
相
当
の
学
級
調
整

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
学
年
２
学
級
以
下
の
高
校

は
、
欠
員
の
状
況
や
地
元
か
ら
の
進
学
率
、

生
徒
の
進
路
動
向
や
今
後
の
中
卒
者
の
状

況
、
今
後
の
入
学
者
選
抜
の
状
況
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
の
上
、
再
編
整
備
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、
今
後
、
再

編
整
備
に
伴
う
募
集
停
止
と
い
う
事
態
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

上
富
良
野
高
校
は
『
た
く
ま
し
く
』『
し
な

や
か
に
』
を
校
訓
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
の
す
ば
ら
し
い
学
習
環
境
の
中

で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
、
基
本
の
定

着
と
進
路
希
望
の
実
現
、
そ
し
て
、
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
学
校
行
事
や
部
活
動
、

生
徒
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
の
海
外
見
学
旅

行（
韓
国
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
資
格
取
得
へ
の
支
援

　

普
通
科
の
高
校
な
が
ら
、
ワ
ー
プ
ロ
や
簿

記
な
ど
様
々
な
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
、
授
業
や
放
課
後
の
講
習
に
よ

り
、
生
徒
の
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

�
進
路
指
導
の
充
実

　

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
希
望
に
沿
っ
て
３

年
間
の
系
統
立
て
た
指
導
を
行
う
た
め
、
上

富
良
野
高
校
独
自
に
よ
る
生
徒
自
身
の
小
・

中
学
校
の
経
歴
を
ま
と
め
た
個
別
の
履
歴
書

を
活
用
し
、
小
規
模
校
の
利
点
を
生
か
し
て

一
人
ひ
と
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
２
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
就
業
体
験
）を
行
い
、
そ
の
体
験
を
生
か
し

た
進
路
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

《
平
成　

年
３
月
卒
業
者
の
進
路
状
況
》

１９

　

・
就
職
者
数　
　

名
１９

　

・
進
学
者
数　
　

名
１０

�
魅
力
あ
る
部
活
動

　

運
動
系
、
文
化
系
と
も
に
学
年
を
越
え
て

共
通
す
る
分
野
に
生
徒
が
集
い
、
部
活
動
が

行
わ
れ
、
陸
上
部
や
美
術
部
、
書
道
部
が
高

体
連
、
高
文
連
の
全
道
大
会
に
も
出
場
し
て

い
ま
す
。

�
学
校
開
放
講
座
の
実
施

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
教
諭
や
地
域
住
民
が
講
師

と
な
り
、
町
民
参
加
の
学
校
開
放
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

《
平
成　

年
度
実
施
講
座
》

１９

　

①
書
道
教
室

　

②
暮
ら
し
の
中
の
お
茶
・
お
花

　

③
初
心
者
向
け
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　

新
し
い
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
自
ら

の
夢
に
向
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
る
学

校
づ
く
り
が
、
地
域
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

町
内
に
あ
る
唯
一
の
高
校
と
し
て
、
上
富

良
野
高
校
の
存
在
は
、
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の
一

員
と
し
て
、
存
在
感
を
確
か
め
な
が
ら
自
分

の
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
環
境
は
、
重
要

な
意
義
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

町
内
の
子
ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
高
校
を
選

択
す
る
時
、
魅
力
あ
る
地
元
の
高
校
を
選
択

肢
と
す
る
た
め
に
も
、
上
富
良
野
高
校
を
存

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

平
成　

年
度
に
発
足
し
た
『
上
富
良
野
高

１７

校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
』
も
学
校
の
教
育

活
動
に
協
力
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
に
根

ざ
し
た
上
富
良
野
高
校
の
存
続
に
取
り
組
ん

で
い
く
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
上
富
良
野
高
校
振
興
会
に
対
し

入
学
時
に
お
け
る
経
費
（
制
服
、
ジ
ャ
ー
ジ

等
）
と
し
て
一
人
当
た
り
２
万
円
の
入
学
準

備
金
の
支
給
や
各
資
格
取
得
経
費
、
学
校
活

動
環
境
整
備
、
学
校
開
放
講
座
等
に
対
す
る

補
助
な
ど
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
遠
距
離
通
学
者
に
は
、
町
営
バ
ス

利
用
料
の
免
除
措
置
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班�
�
６
６
９
９

　

上
富
良
野
高
校�
�
４
４
４
７

学校開放講座学校開放講座 部活動（陸上部部活動（陸上部））

インターンシップ（職業体験）インターンシップ（職業体験）
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学校給食消　防公共牧場し尿・生ごみ

�　�

�　�

�　�
�　�
�　�

�　�

�　�

�

�
現在

����

�　�

�　�

�　�
�　�
�　�

�　�

�　�

�

�
これから

　� 富良野地区環境衛生組合　　� 富良野広域串内草地組合
　� 富良野地区消防組合　　� 上川南部消防事務組合　　� 富良野地区学校給食組合

現在
共通する事務 ※組合ごとに処理
　総務・人事・給与・服務・
　文書・財務・会計・予算・
　決算等

執行機関　※組合ごとに設置
・管理者
・副管理者
・会計管理者
・職員　事務局部門
　　　　（環境衛生部門）（公共牧場部門）
　　　　（消防部門）（学校給食部門）

各機関　※組合ごとに設置
・議会
・監査
・公平委員会
（教育委員会）

���

富 良 野 広 域 連 合

これから

共通する事務
　総務・人事・給与・服務・
　文書・財務・会計・予算・
　決算等

執行機関
・広域連合長
・副広域連合長
・会計管理者
・職員　事務局部門
　　　　環境衛生部門　　公共牧場部門
　　　　消防部門　　学校給食部門

各機関
・議会
・監査
・公平委員会
・選挙管理委員会
・教育委員会

　富良野広域連合の設立については、現在も５市町村で経費の負担割合などを協議中です。広域連合設立について
は、今後も情報提供に努めますが、ご意見や不明な点がありましたら、ご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　総務課広域行政担当��６９８０

��行行政政上上ででののイイメメーージジ ��

��生生活活上上ででののイイメメーージジ��

　広報かみふらの１０月２５日号お知らせ版に折り込みした「特集２　広域連合」については、今月１２日（月）・１４日（水）・
１５日（木）に開催する「まちづくりトーク」で概要をお知らせしますが、今回は町民の皆さんがイメージとしてわ
かりやすいように、「生活上でのイメージ」と「行政上でのイメージ」を示します。
　日常生活の面では、次の図を見てわかるように、町民の皆さんには、直接的な影響はありません。
　また、行政上は、下の図に示すとおり、５つの「一部事務組合」のそれぞれ共通する機関や事務が１つに集約さ
れることで、効率化や経費削減を目指します。

  �富良野広域連合�で行う４つの事務
��日常生活には、直接的な影響はありません�� 

イメージ

家　庭

業者・町

農　家

農　協

家　庭 家　庭

学　校

富 良 野 広 域 連 合

農　家

農　協

（牧　場）
串内草地組合

家　庭

業者・町

（衛生センター）
環境衛生組合

家　庭

（北消防署）
上川南部消防事務組合

家　庭

学　校

（給食センター）
上富良野町

（衛生センター） （牧　場） （上富良野消防署） （上富良野給食センター）



し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
広
域
連
合
で
行
う
こ
と
が
可

能
な
５
市
町
村
に
共
通
す
る
事
務
を
検
討
し

て
き
た
と
こ
ろ
、
次
の
４
つ
の
事
務
を
行
う

こ
と
で
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

�
し
尿
や
生
ご
み
処
理
事
務

�
公
共
牧
場
管
理
事
務

�
消
防
事
務

�
学
校
給
食
事
務

　

こ
の
４
つ
の
事
務
は
、
こ
れ
ま
で
共
同
処

理
す
る
た
め
に
５
つ
の
一
部
事
務
組
合
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
広
域
連
合
で
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
向
け
た
広
域
計
画
を

作
り
、
構
成
市
町
村
と
必
要
な
連
絡
調
整
を

図
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
広
域
行
政
を

推
進
す
る
こ
と
が
法
令
上
か
ら
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

当
面
は
、
現
在
の
５
つ
の
一
部
事
務
組
合

の
事
務
局
や
議
会
、
共
通
す
る
事
務
を
１
つ

に
ま
と
め
る
な
ど
の
効
率
化
を
図
り
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
更
に
行
財
政
の
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

会　

場

    
第
１
回   　

月　

日（
月
）�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

１１

１２

    
第
２
回   　

月　

日（
水
）�
泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー

11

１４

    
第
３
回   　

月　

日（
木
）�
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

１１

１５

　

と　

き

    
開
始
時
間  　

時　

分 �
 　

時　

分
（
終
了
予
定
）

１９

００

２１

００

▼
町
立
病
院
の
病
床
転
換

　

療
養
病
床
の
う
ち
介
護
病
床
は
、
国
の
医

療
制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成　

年
度
末
で
廃

２３

止
さ
れ
ま
す
。

　

町
立
病
院
の
現
在
の
介
護
病
床　

床
、
医

２０

療
病
床　

床
の
療
養
病
床
計　

床
に
つ
い
て

１６

３６

は
、
転
換
の
方
向
性
を
早
急
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
町
立
病
院
運
営
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
多
角
的
な
視
点
か
ら

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

�
介
護
・
福
祉
・
医
療
か
ら
の
視
点

・
要
介
護
認
定
者
の
増
加

・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

・
介
護
保
険
会
計
の
維
持

�
町
立
病
院（
医
療
）か
ら
の
視
点

・
転
換
に
伴
う
施
設
基
準
の
緩
和

・
介
護
難
民
解
消
『
転
換
に
よ
る
小
規
模
老

　

健
は
入
所
期
間
の　

日
撤
廃
』

１８０

・
転
換
後
の
収
益
増
収
見
込
み

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
た
中
、
町
立

病
院
の
療
養
病
床
の
施
設
規
模
と
看
護
師
等

の
施
設
基
準
を
考
慮
し
、
医
療
機
関
併
設
型

の『
小
規
模
老
人
保
健
施
設（　

人
以
内
）』へ

２９

の
転
換
が
妥
当
と
の
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

▼
富
良
野
広
域
連
合

　

富
良
野
圏
域
の
５
市
町
村
は
合
併
で
は
な

く
自
立
を
め
ざ
し
て
『
広
域
連
合
』
を
推
進

す
る
こ
と
で
合
意
し
、
今
年
の
１
月　

日
に

１５

『
富
良
野
広
域
連
合
準
備
委
員
会
』
を
設
置

※
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
に
都
合
に
よ

り
参
加
で
き
な
い
方
は
、『
出
前
講
座
』
で
町

職
員
が
説
明
に
い
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
の
開
催
決
定

jichi@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

町
民
と
の
意
見
交
換
の
場
！
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

C
om
m
unication

み
ん
な
の　

　広
聴
広
聴テ

ー
マ
『
町
立
病
院
の
病
床
転
換
』

　
　
　

『
富
良
野
広
域
連
合
』

▼
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
５

� 広報かみふらの ２００７.１１
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表
彰

功
績
を
た
た
え
て

自
治
功
労
賞

社
会
貢
献
賞

善
行
表
彰

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
山 
崎 　

正 
雄

     

　

さ
ん

や
ま
ざ
き 

ま
さ
お

　
　
　

大
町
２
丁
目（　

歳
）

８５

 
平 
吹 　
　
 
勉
   
　

さ
ん

ひ
ら
ぶ
き 

つ
と
む

　
　
　

西
町
３
丁
目（　

歳
）

７４

　

永
年
に
わ
た
り
ケ
ア
ハ
ウ
ス
か

み
ふ
ら
の
施
設
周
辺
を
整
備
し
花

を
植
栽
さ
れ
、
ま
た
そ
の
管
理
を
行

う
な
ど
町
内
の
美
化
と
花
の
ま
ち

づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

 
徳 
島 　
    

と
く
し
ま

 
稔 　

さ
ん

み
の
る

　
　
　

大
町
１
丁
目（　

歳
）

７３

町
の
発
展
や
地
方
自
治
の
振
興
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え

　

月
３
日（
土
）文
化
の
日
に

１１社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

 
平 
田 　

喜 
臣

     

　

さ
ん

ひ
ら
た 

よ
し
お
み

　
　
　

大
町
１
丁
目
（　

歳
）

６５

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
清 
水 　

茂 
雄

     

　

さ
ん

し
み
ず 

し
げ
お

　
　
　

宮
町
２
丁
目（　

歳
）

７９

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
吉 
武 　

敏 
彦

     

　

さ
ん

よ
し
た
け 

と
し
ひ
こ

　
　
　

宮
町
３
丁
目（　

歳
）

７６

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
梨 
澤 　

節 
三

     

　

さ
ん

な
し
ざ
わ 

せ
つ
ぞ
う

　
　
　

旭
町
３
丁
目（　

歳
）

７０

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 
野 　
 　

忠
   
　

さ
ん

お
の 

た
だ
し

　
　
　

光
町
２
丁
目（　

歳
）

７６

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
山 
川         
繁

や
ま
か
わ

   
　

さ
ん

し
げ
る

　
　
　

本
町
５
丁
目（　

歳
）

６５

　

消
防
団
役
員
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
消
防
業
務
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
仲 
島 　

康 
行

     

　

さ
ん

な
か
じ
ま 

や
す
ゆ
き

　
　
　

本
町
１
丁
目（　

歳
）

６９

７名

１名

２名

　

永
年
に
わ
た
り
西
町
公
営
住
宅

周
辺
及
び
住
吉
集
会
所
周
辺
の
草

刈
り
や
除
雪
を
行
う
な
ど
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
）
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岩 
井 　

史 
雄

い
わ
い

     

　

さ
ん

ふ
み
お

　
　
　

宮
町
２
丁
目（　

歳
）

７４

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
と
し
て
、

　

年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

２０

勤
続
表
彰

 
和 
田 　

昭 
彦

わ
だ

     

　

さ
ん

あ
き
ひ
こ

　
　
　

東
３
線
北　

号（　

歳
）

２６

６５

 
鈴 
木   　
  
努

す
ず
き

   
　

さ
ん

つ
と
む

　
　
　

栄
町
３
丁
目（　

歳
）

７３

 
中 
川 　

一 
男

な
か
が
わ

     

　

さ
ん

か
ず
お

　
　
　

西
６
線
北　

号（　

歳
）

３１

６１

 
松 
田 　
　
 
三

ま
つ
だ

     

　

さ
ん

と
く
ぞ
う

　
　
　

本
町
３
丁
目（　

歳
）

７３

感 
謝 
状

国
民
健
康
保
険

優  
良  
家  
庭

 　
 
橋  
シ
マ
子
   
　

さ
ん

た
か
は
し 

こ

　
　
　

無
受
診
年
数　

年
１７

 
藤 
村 　

國 
夫

     

　

さ
ん

ふ
じ
む
ら 

く
に
お

　
　
　

無
受
診
年
数
９
年

 
吉 
田 　

浩 
二

     

　

さ
ん

よ
し
だ 

こ
う
じ

　
　
　

無
受
診
年
数
７
年

 
上 
村 　

う
え
む
ら

 
泰 
治 　

さ
ん

や
す
は
る

　
　
　

無
受
診
年
数
２
年

 
田 
中 　
　
 
實
   
　

さ
ん

た
な
か 

み
の
る

　
　
　

無
受
診
年
数
２
年

 
福 
家 　

勝 
正

     

　

さ
ん

ふ
け 

か
つ
ま
さ

　
　
　

無
受
診
年
数
２
年

　

単
身
世
帯
以
外
で
２
年
以
上
、
単

身
世
帯
で
５
年
以
上
、
医
療
機
関
の

診
療
を
受
け
ず
に
健
康
を
保
持
さ
れ

て
い
る
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、　

年
間

１２

在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、　

年
間

１２

在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
振
興
審
議
会
委
員
と
し
て
、

９
年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
、
７
年

間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
す
。

 
本 
田 　

健　
 

     

　

さ
ん

ほ
ん
だ 

け
ん
ゆ
う

 
谷 
本 　

和 
一

     

　

さ
ん

た
に
も
と 

わ
い
ち

５名

２名

６名

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

北
海
道
功
労
賞
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

　
　
　

受
賞
さ
れ
ま
し
た　 野     　祥 孝

す が の

     　さん

しょうこう

光町２丁目（７４歳）

　

永
年
に
わ
た
り
ボ
ト
ム
プ
ラ
ウ
や
振
動
サ
ブ
ソ
イ
ラ

等
の
農
機
具
の
革
新
的
な
開
発
改
良
を
行
い
、機
械
化

に
よ
る
土
づ
く
り
の
推
進
及
び
北
海
道
農
業
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た「
土
の
館
」を
通

じ
て
、土
・
農
業
・
食
の
大
切
さ
を
多
く
の
農
業
者
や
消

費
者
に
啓
発
す
る
な
ど
、北
海
道
農
業
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
功
労
賞
は
、北
海
道
の
経
済
、社
会
、文
化
等

の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
最
高
位

の
知
事
表
彰
で
、　

月　

日
札
幌
市
に
お
い
て
、贈
呈
式

１０

１５

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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教教
育育
委委
員員
会会

表
彰

上
富
良
野
小
学
校

  
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド  
様

　

第　

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

５２

ル
小
学
校
の
部
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　

吹
奏
楽
部   
様

　

第　

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

５２

ル
中
学
校
Ｂ
編
成
の
部
で
金
賞
を
受

賞
し
、
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
に

北
海
道
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

で
は
、
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
竹 
内 　

た
け
う
ち

 
祐 
樹 　

さ
ん

ゆ
う
き

　
　
　

泉
町
１
丁
目（　

歳
）

１８

　

第　

回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競

６０

技
大
会
全
道
大
会　

ｍ
ハ
ー
ド
ル
で

４００

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第　

回
国
民
体
育
大
会
陸

６２

上
競
技　

ｍ
ハ
ー
ド
ル
に
北
海
道
代

４００

表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 
林 　
 　

こ
ば
や
し

 
徹 　

さ
ん

と
お
る

　
　
　

大
町
３
丁
目（　

歳
）

１５

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

３８

大
会
男
子
１
千　

ｍ
で
３
位
に
入
賞

５００

さ
れ
ま
し
た
。

 
湯 
川 　

ゆ
か
わ

 
絢 
子 　

さ
ん

あ
や
こ

　
　
　

富
町
１
丁
目（　

歳
）

１５

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

３８

大
会
女
子
砲
丸
投
げ
で
６
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

 
藤 
森 　

ふ
じ
も
り

 
成 
美 　

さ
ん

な
る
み

　
　
　

東　

線
北　

号（　

歳
）

１１

１９

１０

 
磯 
崎  

い
そ
ざ
き

 
菜
実
江 　

さ
ん

な
み
え

　
　
　

東
６
線
北　

号（　

歳
）

１９

１０

　

第　

回
ゴ
ー
セ
ン
杯
全
道
小
学
生

２４

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
４
年
生
以
下
女

子
の
部
で
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　

野 
球 
部   
様

　

第　

回
中
北
部
北
海
道
中
学
校
秋

２９

季
野
球
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は

文
化
活
動
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た

文
化
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

２団体

５名
２団体

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　

陸 
上 
部   
様

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
走

２５

大
会
男
子
の
部（
６
区　
�
）で
優
勝

１８

さ
れ
ま
し
た
。
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どっと

保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

　

最
近
は
生
活
ス
タ
イ
ル
、
世
帯
構
成
な
ど
多
種
多
様
に

な
り
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
の
権
利
を
守
り
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め

の
し
く
み
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
事
例
と
と
も
に
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

成年後見制度ってなに？

　財産の管理や介護、施設への入退所など
の生活に関することについての法律行為を
行うときに、その人の意思を尊重し、権利と
財産を保護し、支援する制度です。
　各人の判断能力の差や必要に応じて後見
人等が選任され、対応します。
　また、高齢者本人が判断能力が衰えたと
きに備えて、あらかじめ自分で後見人を選
んでおき、将来の生活支援や看護、財産の管
理などを頼んでおける、任意後見制度もあ
ります。

地域福祉権利擁護事業って
どんな事業？

　北海道社会福祉協議会が実施主体となっ
て行われている事業です。
　社会福祉協議会に登録された生活支援員
が、日常生活に不安がある人や、判断能力が
十分でない利用者本人に代わって、サービ
スの利用の手続きや日常的な金銭管理など
を行います。
　成年後見制度と似ていますが、サポート
する範囲が限られている点が大きく異なり
ます。

守  り  ま  す
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*
権
利
擁
護
っ
て
？

　　

生
活
す
る
中
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
の
侵
害（
自
分
で
権

利
を
守
れ
な
い
状
態
）が
あ
り
ま
す
が
、

通
常
は
い
ろ
ん
な
手
立
て
を
講
じ
対
応

し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
高
齢
者
の
方
の
中
に
は
「
一
人
暮
ら

し
で
お
金
の
管
理
や
手
続
き
に
不
安
」

「
訪
問
販
売
を
断
れ
ず
に
困
っ
て
い

る
」「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
た

が
、
契
約
ど
お
り
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
な
い
」
な
ど
、
う
ま
く
対
応
で
き

ず
に
悩
ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

身
内
の
人
や
近
所
の
人
、
友
人
・
知

人
、
民
生
委
員
な
ど
に
相
談
や
協
力
を

し
て
も
ら
い
な
が
ら
解
決
の
糸
口
を
探

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
な

か
な
か
良
い
方
法
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
に
尊
厳
の
あ
る
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
、
生
活

権
の
侵
害
に
対
し
て
支
援
す
る
体
制
を

「
権
利
擁
護
」
と
い
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
が
権
利
の

侵
害（
自
分
で
権
利
を
守
れ
な
い
状
態
）

〜
事
例�
〜
本
人
か
ら
の
相
談

　

身
体
は
丈
夫
で
買
い
物
も
自
分
で
で

き
る
が
物
忘
れ
が
あ
り
、
財
布
を
忘
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
身
内
が
近
く

に
い
な
い
た
め
お
金
の
こ
と
や
入
院
し

た
時
の
こ
と
が
心
配
。
ま
と
ま
っ
た
金

額
の
通
帳
も
あ
る
の
で
預
か
っ
て
欲
し

い
。

�
こ
の
場
合
は
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
」
の
制
度
で
、
選
任
さ
れ
た
「
生

活
支
援
員
」
が
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会
福
祉

協
議
会
で
相
談
や
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

〜
事
例�
〜
家
族
か
ら
の
相
談

　

母
親
は
自
営
業
を
し
て
い
た
が
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
お
金
の
管
理
が
で

き
ず
、
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

事
を
指
摘
す
る
と
怒
り
出
し
て
子
ど
も

の
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。
本
人
は

ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
で

困
っ
て
い
る
。

�
こ
の
場
合
、
受
診
に
よ
っ
て
治
療
の

必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
「
成

年
後
見
制
度
」
の
利
用
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
財
産
管
理

は
、
判
断
力
の
状
況
で
選
任
さ
れ
た
後

見
人
（
後
見
人
は
家
族
や
司
法
書
士
、

〜
事
例�
〜
家
族
か
ら
の
相
談

　

数
年
前
に
父
親
が
死
亡
し
た
が
相
続

に
つ
い
て
は
放
置
し
て
い
た（
土
地
の

資
産
が
あ
る
）。
最
近
に
な
っ
て
姉
か

ら
相
続
に
つ
い
て
処
理
し
た
い
と
の
話

が
あ
っ
た
が
、
相
続
人
の
一
人
で
あ
る

母
親（
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
）に
対
し

て
は
「
署
名
だ
け
さ
せ
て
し
ま
え
ば
い

い
」
な
ど
と
い
い
、
自
分
と
し
て
は
姉

の
対
応
に
不
信
を
も
っ
て
い
る
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
ら
よ
い

か
。

�
こ
の
場
合
、
母
親
の
判
断
力
が
低
下

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
成
年
後
見
人

等
の
選
任
を
し
て
相
続
人
の
一
人
で
あ

る
母
親
の
権
利
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
意
思
確
認
が
で
き
な
い
ま

ま
遺
産
分
割
協
議
を
進
め
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
の
で
す
。
速
や
か
に
家
庭
裁

判
所
で
法
定
後
見
の
手
続
き
を
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
遺
産
分
割
協
議
に

は
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
後

見
人
等
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

*
ど
こ
に
相
談
す
る
の
？

　　
「
い
ろ
い
ろ
な
書
類
が
送
ら
れ
て
く

る
け
れ
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
家
に
大

切
な
通
帳
や
土
地
の
権
利
証
を
保
管
し

て
お
く
の
は
不
安
」
な
ど
、
お
困
り
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
に
関
す
る
「
相
談
窓
口
」
で
す
。

　

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
侵
害
で

お
悩
み
の
と
き
は
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ど
ん

な
制
度
や
解
決
方
法
が
あ
る
の
か
、
手

続
き
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

な
ど
、
情
報
を
お
伝
え
し
な
が
ら
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
６
５
３
３

高  齢  者  の  権  利  を
権権 利利 擁擁 護護

ま
す
し
、
す
で
に
お
悩
み
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
相
談
状
況
と
し
て
は
、
生

活
上
の
問
題
、
財
産
管
理
、
契
約
・
金

融
、
財
産
侵
害
、
年
金
・
保
険
な
ど
相

談
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
解
決
の
た
め

に
は
「
成
年
後
見
制
度
」「
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
」、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
介

護
保
険
制
度
」、
町
の
「
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
や
他
の
行
政
機
関
に
応
援
を
求

め
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
決

の
手
段
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
、
情
報

化
、
高
齢
化
が
進
む
と
も
っ
と
多
様
な

人
権
侵
害
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り

弁
護
士
な
ど
家
庭
裁
判
所
で
選
任
し
ま

す
）
が
援
助
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
の
初
期
に
は
受
診
を
拒
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
す
。

で
、
ど
ん
な
支
援
体
制
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。



　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会（
会

長  
伊
藤
里
美
）で
は
、
釧
路
市
内
で
上
富
良

野
産
米
『
紫
苑
米
』
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
元
産
『
紫
苑
米
』
の
販
売
促
進
と
Ｐ
Ｒ

活
動
の
た
め
、
釧
路
駅
裏
側
の
シ
ョ
ッ
パ
ー

ズ
広
場
で
新
米
お
に
ぎ
り
を
無
料
で
配
布
。

朝
早
く
か
ら
大
勢
が
集
ま
り
「
と
て
も
美
味

し
い
」と
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
同
会
場
で

販
売
し
た
『
紫
苑
米
』
は
短
時
間
で
完
売
す

る
ほ
ど
の
売
れ
行
き
。
今
後
は
、
道
東
地
区

で
の
販
売
促
進
拡
大
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第　

回
社
会
福
祉
大
会（
社
会
福
祉
協
議

２４

会
主
催
）が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
で
開
催
さ
れ
、　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

２６０

　

南
富
良
野
町
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐　

東

啓
二
氏
の
『
生
活
を
支
え
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
つ
い
て
』と
題
す
る
講
演
で
は
、
南
富
良

野
町
の
取
り
組
み
の
実
態
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
権
利
擁
護
事
業
や
地
域
福
祉
計
画
の

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。「
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
前
に
高
齢
者
の

生
活
基
盤
を
整
え
る
こ
と
」
そ
の
た
め
に
も
、

町
・
社
協
・
地
域
の
協
力
体
制
が
大
切
で
す
。

　

消
防
署
に
よ
る
『
秋
の
火
災
予
防
運
動
』

消
火
器
の
無
料
点
検
が
、
ふ
じ
ス
ー
パ
ー
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
家
庭
に
あ
る
消
火
器
が
き
ち
ん
と
使
用

で
き
る
か
点
検
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
万
が
一
の

時
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
上
富
良
野
町
内
で

は
、
今
年
１
月
か
ら
３
件
の
火
災
が
発
生
し
、

焼
死
者
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
暖
房
器
具
等
を
使
用
し
、
火
気
の
取
扱
い

も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
元
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
も
し
ま
し
ょ
う
。

　

商
工
会
主
催
の
『
第　

回
秋
の
味
覚
市
』

１０

が
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
横
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
味
覚
市
は
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化

と
消
費
者
へ
の
感
謝
・
還
元
を
目
的
に
年
１

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
店
で
の
買
い

物
で
押
し
て
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
5
か
所

集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
そ
の
抽
選
会
で

「
千
円
札
の
つ
か
み
ど
り
」
に
参
加
者
は
大

喜
び
。
他
に
も
地
元
の
農
産
物
や
紫
苑
米
の

販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
交
流
と

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
地
域
の
消
費
拡
大
に
。

商
店
街
で
買
い
物
特
典

商
工
会『
秋
の
味
覚
市
』

１０／７

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

支
え
あ
う『
地
域
福
祉
』

１０／１９

秋
の
火
災
予
防
運
動
で

消
火
器
の
無
料
点
検

１０／２０

１０／１１

お
に
ぎ
り
で
Ｐ
Ｒ
活
動

上
富
良
野
産『
紫
苑
米
』

� 広報かみふらの ２００７.１１



広報かみふらの ２００７.１１  �

inform
ation

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
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問
合
せ　

詳
し
く
は
、
富
良
野
簡
易

　

裁
判
所
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
平
成　

年
度
全
国
最
優
秀
作
品
）

１９

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は
、『
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
』
が
必
要
で

す
。

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会��

３
５
０
５

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

申
告
す
る
場
合
は
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
や
領
収
書
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
社
会
保
険
庁
で
は
、
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る『
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』
の

ハ
ガ
キ
を　

月
、
又
は
翌
年
２
月
に

１１

送
付
し
ま
す
。

○　

月
に
送
付
さ
れ
る
方

１１

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成　

１９

１９

年　

月
１
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年

１０
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

（
内
容
は
今
年
納
付
済
額
と　

月
以

１０

降
年
内
納
付
見
込
額
の
証
明
で
す
。）

○
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

　

平
成　

年　

月
２
日
か
ら
平
成　

１９

１０

１９

年　

月　

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初

１２

３１

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方

　

旧
年
度
分
も
含
め
て
、
年
内
に
納

付
さ
れ
た
も
の
は
今
年
度
の
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

月
に
送
付
さ
れ
た
方
は
、
翌
年

１１
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

に
は
、
必
ず
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

車
輌
の
公
開
と
見
積
書
提
出
日　
　

　
　

月　

日（
火
）　

時
〜　

時
ま
で

１１

２０

１５

１６

見
積
書
提
出
場
所

　

総
務
課
車
両
班
ま
で

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
車
両

　

班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

富
良
野
調
停
協
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
『
無
料
調
停
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠
償
、
夫
婦

や
親
族
の
も
め
ご
と
な
ど
、
日
常
生

活
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
、
無
料
で

受
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日（
木
）　

時
〜　

時

１１

２２

１０

１５

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

か
み
ん
１
階「
会
議
室
」

相
談
担
当
者

　

富
良
野
調
停
協
会
所
属
の
調
停
委

　

員

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
第

１
・
第
３
火
曜
日
に
『
心
配
ご
と
相

談
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
悩
み
ご
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
心
配
ご
と
相
談

日
時　

第
１
・
第
３
火
曜
日
、　

時
１３

　

〜　

時
１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

か
み
ん
１
階「
会
議
室
」

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協

　

議
会
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
６
６�
１
６
１
１

売
却
し
ま
す

町
公
用
車
の
売
却

総
務
課 
車
両
班�
�
6
9
9
4

　

町
で
は
、
庁
用
車
と
し
て
使
用
し

て
き
た
次
の
車
輌
１
台
を
売
却
し
ま

す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
見
積

書
を
総
務
課
車
両
班
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
売
却
す
る
庁
用
車

車
種　

ト
ヨ
タ

　

ス
プ
リ
ン
タ
ー
カ
リ
ブ
４
Ｗ
Ｄ

年
式　

平
成
３
年
式

総
排
気
量　

１
千　

㏄
６００

走
行
距
離　

約　

・
５
万�

１１

車
検
日　

平
成　

年　

月　

日

２０

１０

１６

ご
相
談
く
だ
さ
い

無
料
調
停
相
談
会

富
良
野
簡
易
裁
判
所
�
�
２
２
０
９

行
政
相
談

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
困
り

の
こ
と
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
等

あ
り
ま
し
た
ら
『
行
政
相
談
委
員
』

ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談

日
時　

第
１
火
曜
日
、　

時
〜　

時

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

か
み
ん
１
階「
会
議
室
」

相
談
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

田
中　

博

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

�
�
６
９
８
７

　
　

月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

１１
間
で
す
。

　

上
富
良
野
町
は
合
計
特
殊
出
生
率

が
、
現
在
全
道
１
位
で
す
が
、
生
ま

れ
て
く
る
子
ど
も
の
家
族
の
約
９
割

が
核
家
族
で
す
。

　

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
暴
力
や
性
的
な
虐
待
、
養

育
放
棄
な
ど
、
自
分
の
周
囲
や
近
所

で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
迷
う
こ

と
な
く
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
虐
待
相
談
窓
口　

保
健
福
祉

　

課
子
育
て
支
援
班�
�
６
９
８
７

▼
子
育
て
相
談
窓
口　

子
ど
も
セ
ン

　

タ
ー�
�
６
５
０
１

　

き
こ
え
る
よ

　
　
　

耳
を
す
ま
せ
ば

　
　
　
　
　
　

心
の
さ
け
び





広報かみふらの ２００７.１１  �

inform
ation

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

冬
の
交
通
安
全
運
動

生
活
安
全
推
進
協
議
会

�
�
6
9
8
5

安
全
運
転
を

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
降
雪
や
ブ

ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
な
ど
で
路
面

が
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

早
め
に
ラ
イ
ト
点
灯
を
し
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
は
十
分
注
意

し
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
日
暮
れ
が
早
ま
り
、
暗
く

な
っ
て
か
ら
の
外
出
も
増
え
ま
す
。

　

自
転
車
や
歩
行
者
の
方
は
、
夜
行

反
射
材
な
ど
を
活
用
し
、
運
転
手
に

自
分
の
存
在
を
気
付
か
せ
て
、
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

反
射
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
町
民
生
活

課
生
活
環
境
班
で
、
無
料
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
『
町
の
総
合
計
画
』

総
務
課 
総
合
計
画
担
当

�
�
６
４
０
０

出
前
講
座

　

現
在
町
で
は
、
平
成　

年
度
を
開

２１

始
年
度
と
す
る
『
第
５
次
上
富
良
野

町
総
合
計
画
』
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
７
月
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

は
、　

月　

日
号
お
知
ら
せ
版
に
て

１１

２５

報
告
し
ま
す
が
、
紙
面
に
限
り
も
あ

る
た
め
、
よ
り
詳
し
い
内
容
の
説
明

や
第
５
次
総
合
計
画
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
総
合
計
画
を
テ
ー
マ

に
し
た
『
出
前
講
座
』
を
実
施
し
ま

す
。

　

町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
、
集
会
な
ど

５
名
以
上
で
出
前
講
座
を
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
込
み
く
だ
さ

い
。

テ
ー
マ
『
町
の
総
合
計
画
』

講
座
内
容

　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
説
明

　

②
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

申
込
方
法

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班�
�
６

９
８
５
又
は
総
務
課
総
合
計
画
担
当

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
日
に

　

実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

看
護
補
助
員
の
募
集

町
立
病
院

�
�
3
1
7
1

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
立
病
院
で
勤
務
で
き

る
看
護
補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

業
務
内
容　

看
護
師
の
補
助

応
募
資
格　

健
康
で
、
週
５
日
勤
務

　

で
き
る
方

※
ヘ
ル
パ
ー
等
の
資
格
な
し
で
も
可

申
込
方
法　

履
歴
書
を
町
立
病
院
事

　

務
ま
で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

給
与
や
勤
務
時
間（
夜
間

　

勤
務
の
有
無
）な
ど
、
詳
し
く
は

　

町
立
病
院
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

ご
注
意
を

　

契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
場
合
は
、
富
良
野
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー�
�
１
１
６
６
ま
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
注
意
点

①
町
内
に
怪
し
い
業
者
が
来
た
ら
、

　

近
所
に
も
知
ら
せ
て
注
意
し
合
お

　

う
。

②
日
頃
か
ら
、
悪
質
業
者
の
手
口
を

　

話
題
に
し
て
用
心
し
よ
う
。

③
契
約
を
す
る
前
に
、
誰
か
と
一
度

　

は
相
談
し
よ
う
。

④
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
た
ら
、
す

　

ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
警

　

察
に
相
談
し
よ
う
。

問
合
せ

・
富
良
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
�
�
１
１
６
６

・
町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
５

　

最
近
、
主
婦
や
高
齢
者
を
狙
っ
た

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法
の
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法
と
は
、
日
用
品

を
無
料
配
布
、
又
は
安
価
で
販
売
し

て
客
寄
せ
を
行
い
、
高
額
な
布
団
や

健
康
食
品
、
浄
水
器
な
ど
を
言
葉
巧

み
に
買
わ
せ
る
と
い
う
手
段
で
す
。

　

　まちづくりトークの開催
　テーマ　『町立病院の病床転換・富良野広域連合』
　　　１回目  １１月１２日（月）  １９時～２１時 � 社会教育総合センター
　　　２回目  １１月１４日（水）  １９時～２１時 � 泉栄防災センター
　　　３回目  １１月１５日（木）  １９時～２１時 � セントラルプラザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】町民生活課自治推進班��６９８５
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地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康

　先月号の三好さんからめぐって、東海林さん
にお逢いしました。
　『三好さんは、中学時代の友人で、自分のアル
バイトが休みの日には、一緒に出かけることも
あります。１０月には、三好さんと車で利尻へ
行って、中学時代の友人に会ってきました。現
在は大学３年生で、大学へは自宅から通ってい
ます。将来の明確なビジョンはまだないです
が、医療事務の資格を取ろうかなと．．．。漠然と
ですけどね。今、一番打ち込んでいるのが高校
３年生のときに入った上富良野混声合唱団で、
現在は副団長をしています。パートはテノール
ですが、男性パートが不足しており、男性パー
トを大募集中。経験の有る無しは問いませんの
で、一緒にやってみませんか？　来年２月には
定期演奏会。ぜひ聴きに来てください。』

 東海林    直 樹   さん
し ょ う じ  な お き

昭和６１年生まれ
本町４丁目

　しかし、子どもに無理なダイエットを強制するのは性急で
す。まだまだ育ち盛りの子どもたちです。まずはスナック菓
子を食べない、規則正しい生活を心がける、体を動かすなど
生活習慣を見直すことから始めましょう。問題は大人の生活
習慣にもあります。
　腹八分目！食べすぎに注意し、栄養のバランスのとれた食
事と、適度な運動を心がけましょう。
　肉の脂肪は、体内で中性脂肪やコレステロールを作る原料
となる飽和脂肪酸が多いので控え、野菜や海藻類のほか、イ
ワシやサバなどDHA・EPAを多く含む青魚を摂取するよう心
がけましょう！

　　－問合せ－
　　社会福祉法人 わかば会
　　ケアハウスかみふらの ハイムいしずえ��４０５５

毎日聞かない日はないだろうというくらい、日常に浸　毎日聞かない日はないだろうというくらい、日常に浸
透してきた言葉「メタボリックシンドローム」ですが、い透してきた言葉「メタボリックシンドローム」ですが、い
ざ自分の事となると耳をふさぎがち？なのではないでざ自分の事となると耳をふさぎがち？なのではないで
しょうか？しょうか？
「メタボリックシンドローム」は 　「メタボリックシンドローム」は内臓脂肪症候群とい内臓脂肪症候群とい
い、５０歳代男性の2割以上が該当し、予備軍も含めた人数い、５０歳代男性の2割以上が該当し、予備軍も含めた人数
は男女合わせて１,０００万人にものぼるといわれています。は男女合わせて１,０００万人にものぼるといわれています。
おなかぽっこりは危険信号なのです。おなかぽっこりは危険信号なのです。
メタボリックシンドロームの原因となる内臓脂肪の蓄　メタボリックシンドロームの原因となる内臓脂肪の蓄
積は、動脈硬化による循環器疾患（心筋梗塞・狭心症・脳積は、動脈硬化による循環器疾患（心筋梗塞・狭心症・脳
梗塞・閉塞性動脈硬化症など）の引き金となります。生命梗塞・閉塞性動脈硬化症など）の引き金となります。生命
に関わる重大な病気であり、後遺症も深刻です。に関わる重大な病気であり、後遺症も深刻です。

　また、最近では肥満気味の子どもが増えているようで
す。３０年前と比べると肥満児は約2～3倍に増え、肥満児
の約10人に1～2人が小児期メタボリックシンドロームで
あるといわれています。これは、脂肪の多い食事、いつで
も買い食いができる環境、不規則な生活、運動不足などが
原因としてあげられます。
　子どもの肥満の約７０％は成人肥満に移行するといわれ
ています。また、高度な肥満では、小児期からでも糖尿病
や高血圧、高脂血症（脂質異常症）などの生活習慣病を合
併するのです。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

富富良良野野吹吹奏奏楽楽団団
第第１１７７回回 定定期期演演奏奏会会

と きと　き　２００７年１２月８日２００７ 年 １２ 月８日 （土）（土）
開場 PM５:３０ 開演 PM６:００　　　　　　開場 PM ５: ３０　開演 PM ６: ００

ところところ　富良野文化会館 大ホール富良野文化会館  大ホール
入場料入場料　５００５００ 円円（小学生以下無料）（小学生以下無料）※当日券あります※当日券あります
　　　　　　小さなお子様もお気軽にお越しください小さなお子様もお気軽にお越しください
チケット販売チケット販売　富良野文化会館 ミュージックランドおおみち富良野文化会館　ミュージックランドおおみち
　　　　グリル青山グリル青山（南富良野） 竹本醸造元（中富良野）（南富良野）　竹本醸造元（中富良野）
　　　　大道時計楽器店大道時計楽器店（上富良野）（上富良野）
問合せ問合せ　ミュージックランドおおみちミュージックランドおおみち����２２１１２２１１

Memories  Of  CINEMA
　　　　　　　　　～あの日，あの時の音楽～
曲目
サウンドオブミュージック
ラストエンペラー
パイレーツオブカリビアンほか



ラベンダーハイツへ
◎原田　清さん（松井牧場）から母・し
なさんの死去に際し、離床センサー
（ベッドから立ち上がり報知装置）１
式を（５万円相当）

◎中央婦人会から入所者用に、タオル
１５２枚を

社会福祉協議会へ
◎島田幹雄さん（東６線北１６号）から母・
ヨシさんの死去に際し、５万円を

◎前田　宏さん（埼玉県本庄市）から母・
高橋チヨさんの死去に際し、５万円を

◎幅崎キクエさん（東５線北２１号）から
夫・要作さんの死去に際し、５万円を

◎たられば会から福祉に役立ててくださ
いと、２万円を

◎飲食店組合から福祉に役立ててくださ
いと、１１,３１０円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
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し
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広報かみふらの ２００７.１１  �

　町職員人事（１０月３１日付）
　▼退　職
　　町立病院看護師　大   野　     望

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
消防本部・北消防署

��２１１９

署防消

民間防火組織の育成強化を目的として
　

　平成１９年度宝くじ助成事業（民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進助成事
業）で、わかば愛育園幼年消防クラブに鼓笛隊セットが整備されました。
　　

　幼年消防クラブは、幼児期の子ども達に火遊び防止など火に対する正しいしつ
けを身につけてもらい、将来立派な人間になるための素地を養うため、防火の誓
いや防火パレードなどを行い、各保育所、保育園及び各家庭からの火災の減少を
図るとともに、災害に強い安全な地域づくりに努めています。
　今回整備された鼓笛隊セットを活用して、より充実した防火パレードが実施さ
れるとともに、幼年消防クラブを通じて地域住民に対し、防火思想の普及啓発及
び災害に強い安全な地域づくりのために役立てられます。

山岳遭難避難救助訓練の実施
　

　９月３０日（日）道北地方山岳遭難防止対策協議会富良野地方支部の遭難救助訓
練が、上富良野隊、富良野隊、山部隊の三隊合同により、２２人が参加し行われま
した。
　　

　十勝岳山岳救助警備隊では、登山者の遭難事故に備え、毎年三隊合同による救
助訓練を実施。今回は、十勝岳三段山で登山者が骨折し遭難した想定で、①万能
担架組立訓練、②搬送訓練を行いました。
　搬送訓練では、三段山の山頂付近では雪が積もっており、急斜面で足を滑らせ
ないよう慎重に担架を下ろしていました。
　十勝岳では、毎年遭難事故が発生しており、実際、数日前にも遭難事故が発生
し、警察（道警ヘリコプター）や自衛隊などが救助に出動しています。
　登山をする際には、計画にゆとりをもち、体力、経験、技術にあったコースを
選びましょう。また、入山届を必ず提出し、厳しい自然条件に耐え得る装備を準
備することが大切です。単独登山でなく、できるだけ仲間と組んで登山するよう
にしましょう。
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『　栗　』

　はさみを細かく使って栗の
イガを作り、その中にかわいら
しい表情の栗を折り紙で作り
ました。とても上手にできま
したね。　　　　　（一條先生）

 高橋 　美琴     ちゃん
たかはし みこと

（平成１４年生まれ・北町１丁目）

　イガのギサギザをはさみで
切り、モールで手をつけ、かわ
いい栗ができました。笑って
いる表情もよく描けています
ね。　　　　　　　（一條先生）

 荒 　　久斗     くん
あら ひさと

（平成１４年生まれ・西１２線北３６号）

『　栗　』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■スーパーのレジで、お金の支払い
のとき、静電気でビリッ。お互いに
ビックリして、顔を見合わせました。
乾燥の時期がやってきましたね。ド
アの取っ手など、触る前に緊張して
しまいます。乾燥による肌のカサカ
サも困りもの。乾燥対策に、ほとん
ど毎日洗濯です。（床鍋）

■年金問題や薬害、防衛問題で共通
するのが情報の隠ぺい。また、食品
製造日など情報の改ざんも問題に
なっています。広報担当として、町
の情報のあり方を重く感じていま
す。迅速かつ正確に、そしてわかり
やすくを目標に頑張っていますが、
情報源の協力が得られなく…（林下）

溜葵は、何よりもブルドーザなどの
作業車が大好きで、本を見たりおも
ちゃで遊んだり！工事現場を見つけ
た時は、何時間も見て楽しんでいま
す。将来は工事現場の監督かな？

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

ブロックが大好きで、毎日遊んでい
ます。まだ上手に作れず、お父さん
にロボットや車を作ってもらうこと
が多いですが、お花畑だけはお父さ
んよりも上手に作れるよ！

濱村    　 音來
はまむら

     くん 
にらい

 　　　　 　（３歳３か月） 
篤司さん・亜矢さんの子（栄町３丁目）

� 広報かみふらの ２００７.１１

ハロウィンパーティーハロウィンパーティー
（東児童館 １０月２７日）（東児童館　１０月２７日）

●人のうごき●
平成19年１０月３１日現在

(　)は前月比

(－２３)12,２９１人人 口
(－１０)６,２４４人男
(－１３)６,０４７人女
(－１０)5,３６５世帯世 帯

誠人さん･可奈子さんの子（旭町２丁目）

村上    　 溜葵
むらかみ

     くん 
りゅうき

 　　　　 　（１歳１０か月） 
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をををををををををををををををををををををををををををををを使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用しししししししししししししししししししししししししししししし　　を使用してててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすています。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562　

開館時間
10：00～18：0０（月曜日・祝日は休館）

家庭教育シリーズ『２４8号』

　　『吹奏楽部が教えてくれたこと』
                                                           　　　　　　　　　　　上富良野中学校長　山　根　龍　彦

　本校は「拍手と笑顔と歓声のある生徒」の育成を目標としています。特に部活動では、心豊かでたくま
しい生徒を目指しています。成長の一つに吹奏楽部があります。
　地区大会で、よもやの銀賞に涙した昨年。今年は「限界突破～毎日が勝負」、そして「つながり」を大
切にして毎日の練習に励みました。その結果、地区大会金賞で全道大会に初出場。そこでも金賞と代表権
を獲得、東日本大会出場！自分たちが『納得できる演奏』を目指し、さらに厳しい練習の毎日。階段を一
つ一つ上るが如く成長する生徒は、東日本大会でも練習成果を発揮し、『銀賞』を受賞。
　この吹奏楽部の成長を見て、生徒の可能性は無限であり、その可能性を引き出す指導者の力量のすばら
しさに感動を覚えました。
　成長期の中学生、生徒一人一人のよさ・可能性を私たち大人(学校・家庭・地域)がどのように引き出す
か、吹奏楽部の快挙に学び、『教育は人なり』を改めて強く感じています。

～ 11月の新刊書案内 ～

　　　　　　　　一般書一般書　　　　　　
　

・新十戒　　　　　　　　　　シドニィ・シェルダン
・刀語　第九巻　　　　　　　西尾　維新
・夕映え　　　　　　　　　　宇江佐　真理
・復活の条件　　　　　　　　森村　誠一
・警官の血(上・下) 　　　　　佐々木　譲　
・つばさよつばさ　　　　　　浅田　次郎
・月明かり　　　　　　　　　北原　亞以子
・ブラックペアン1988　　　海堂　尊
・つくもがみ貸します　　　　畠中　恵
・夜明けの縁をさ迷う人々　　小川　洋子

　　　　　　　　　児童書児童書　　　　　　
　

・ウォーリアーズ（１～５）　　　　　　　  小峰書社
・ルナとレナのアイドルダイヤリー１　　　ポプラ社
・ちびまる子ちゃん　わたしの好きな歌　　金の星社
・からすとかばのかいすいよく　　　　　　理論社
・涙のタトゥー　　　　　　　　　　　　　ポプラ社
・こわくなんかないっ！　　　　　　　　　評論社
・ねこざかなとうみのおばけ　　　　　　　フレーベル社
・ふしぎなキャンディーやさん　　　　　　金の星社
・どろぼうだっそうだいさくせん！　　　　偕成社
・ひとりじゃないって　　　　　　　　　　文研出版

　10月20日(土)と21日(日)に開催された図書館まつりでは、読み聞かせ会や古本市、
映画会、和紙染め工作会、しかけ絵本の展示などさまざまな催しを行い、2日間で約
550名の方が訪れました。
　上富良野町読み聞かせ会をはじめとするボランティア団体が行った読み聞かせで

は、4回の開催で90名の子どもたちが参加し、真剣なまなざしで楽しそうにお話を聞
いていました。読み聞かせは、子どもが本に興味を持ち、読書活動につなげることを
目的に行っています。
　また、古本市で用意した5,800冊の本は、訪れた町民が時間をかけながら気に入っ
た本を選び、2日間で約3,500冊の本を持ち帰りました。
　今後も図書館へ気軽に来てもらえるような環境づくりや情報提供などを行ってい
きます。

　　　　『図書館まつり』開催しました２日間
で５５０

名
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１2月1日～１2月1日～　　
1月31日まで　1月31日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

  成人式　　　　　　　　　　　　　 �か 日日１/11３３  町民玉入れ大会　　　　　　　　　　�社 日日１２/1166
  住民会対抗ソフトミニバレーボール大会   �社 日日２２７７  日の出スキー場オープン(予定)土２２

  もちつき交流会　　　　　　　　　　�か 水２６
  　　　　　　　  武道館ワックスがけ　　　　　　　　�武 木２７
  　　　　　　　　　　　　  仕事納め　　　　　　　　　　　　　�社 金２８

�社  … 社会教育総合センター
�武  … 武道館
�公  … 公民館
�か  … 保健福祉総合センターかみん

秋晴れの十勝岳に感激！秋晴れの十勝岳に感激！
～　秋山登山「九条武子碑」散策ツアー開催　～

   10月7日(日)十勝岳爆発についての
和歌を詠んだ「九条武子碑」を訪れ
る秋の山散策ツアーを行いました。
　秋晴れの中、十勝岳の麓、白銀荘
から片道約１時間、赤や黄色に彩ら
れた紅葉を観ながら、参加者たちは
秋山登山を楽しみました。
　白銀荘から泥流分岐へ向かって進
み「岡本三男の碑」に到着。その後
富良野川を渡り岩場を登って、生い茂るハイマツの中を歩くと、目的地の「九
条武子碑」に到着です。
　このツアーは、上富良野町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会が主催
し、誰でもがいつでもどこでもスポーツを楽しむことを目的に行われました。

　参加した金子笑子さん(新町１丁目)にお話を聞きました。
「今回は、お友達と一緒に参加しましたが、紅葉がきれい
で、いつもと違った十勝岳の景色を見ることができ、とても
楽しめました。私は、山が大好きで、富士山など色々な山に
登っています。山の天気は変わりやすく、登山する方は服装

等十分注意して、事故のないよう登山を楽しんでください。」

ハハロロウウィィンンパパーーテティィ開催！
　１０月１３日(土)異文化交流を目的に、小
学生７２名が参加してハロウィンパーティ
を開催し、外国の遊びやハロウィンにち
なんだゲームを通して交流を深めまし
た。参加した小学生たちは、他市町村の
ＡＥＴ(英語指導助手)６名、ボランティ
アで参加したパレットと一緒に、フェイ
スペイントや巨大かぼちゃのくりぬき、
新ルールのドッジボールを楽しみまし
た。今回のパーティを企画したダナ・ビ

ゲロウさんは、「子どもたちのかぼちゃのデザインがすばらしかったです。ま
た、子どもたちと他市町村のＡＥＴが仲良く交流できて、よ
かったです。」と、笑顔を見せていました。
　参加した村上由夏さん(西小３年生)にお話を聞きました。
「いつも授業を受けているダナさんや他のＡＥＴの先生方
と一緒にゲームができて楽しかったです。特にかぼちゃを
くりぬいたのが楽しかったです。また参加したいです。」

�� 町民玉入れ大会 ��
　冬の間の健康づくりのため、子ど
もから高齢者まで気軽に楽しめる町
民玉入れ大会を開催します。
　地域のみなさん、チームを作って
参加してみませんか。
と　き　　平成１９年12月16日(日)
開会式　　午前9時から
ところ　　社会教育総合センター
参加料　　無料
申込期日　12月10日(月)まで

 日日日日日日日日日日のののののののののの出出出出出出出出出出ススススススススススキキキキキキキキキキーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場オオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンン日の出スキー場オープン
オープン予定　　12月２２日(土)
　＊積雪の状況により変更あり
シーズン券販売　１２月３日(月)から
問合せ　日の出公園オートキャンプ
　　　　場管理事務所　��4200

������������������

������������������

　　　　のご案内
　昭和６２年４月２日～昭和６３年４月
１日生まれの方を対象に成人式を行
います。上富良野町に住所がない方
でも参加することができますので、
お問合せください。
と　き　平成２０年１月１３日(日)
　　　　　　受付１３：００
　　　　　　式典１３：３０～
ところ　保健福祉総合センターかみん
問合せ　社会教育総合センター
　　　　��５５１１

成人式
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北北海海道道中中学学校校駅駅伝伝競競走走大大会会初初優優勝勝！！

　１０月１４日(日)岩見沢市で開催された
第２５回北海道中学校駅伝競走大会男子
の部で、上富良野中学校陸上部が初優
勝を飾りました。１区から６区まで６
人の走者がそれぞれ３ｋｍのコースを
走り、全道から強豪３７校が参加して競
いました。
　上富良野中学校陸上部は１区から６
区まで走者一人ひとりが安定した走り
を見せ、区間賞を獲得する走者がいな
いながらも初優勝、そして全国駅伝大
会出場という快挙を成し遂げました。
　アンカー走者の須貝昭洋さん(上中３
年生)が右手を高々と突き上げながら
ゴールテープを切ると、メンバー全員
で抱き合って初優勝の喜びを分かち合
いました。
　全道優勝を目標に、春から日々行ってきた厳しい練習やチーム内での競争が実を結んだ結果、北北海道勢として
も初の優勝、そして全国大会初出場の切符を手に入れることができました。
　１２月１４～１５日に山口県山口市で開催される全国中学校駅伝大会では、クロスカントリーのコースとなるため、芝
やアップダウンへの対応として、日の出公園の坂などを走りこむなど、練習に余念なく取り組んでいます。
　上富良野中学校陸上部の遠藤敦教諭とキャプテンの小林徹さんにお話を聞きました。

遠藤　敦教諭(上富良野中学校陸上部監督)

「上中に来て５回目の全道大会となりましたが、長距離だけでも１８人いるメンバー

の中、切磋琢磨したメンバー全員で勝ち取った初優勝はとてもうれしいです。吹奏
楽部の東日本大会出場も良い刺激になりました。これからの季節、練習環境も雪や
雨が多くなり悪条件となりますが、その中でもしっかりと練習を行って、目標であ
る全国２０位以内を達成したいと思います。」

小林　徹さん(上中３年生)

「春から全道大会で優勝することを目標にしてきましたが、まさか優勝するとは思
わなかったので、２位でたすきを受けたアンカーがトップでゴールしたときは本当
にうれしかったです。全国大会に向けて、メンバー全員の調子が上がってきている
ので、全国大会では２０位以内を目標にがんばりたいと思います。」

上富良野中学校陸上部

１２月、山口県で行われる全国大会へ


